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港区の施策・事業等について 

部会で出された主なご意見と区役所の対応・考え方 
 

○防災・防犯部会（令和元年度第１回：令和元年６月 19日開催） 

番号 意見 区役所の対応・考え方 

①  

昨年は大きな災害があり甚大な被

害も受けたことから、今まで以上

の防災意識を持つ必要があると痛

感している。避難行動要支援者の

安否確認等で地域の方にお世話に

なると思うが、顔の見える関係が

必須となると思う。普段からどう

いった取組が必要なのかのご意見

をいただきたい。各地域の防災訓

練に障がい者の方が参加している

地域もあると思うが、障がい者の

方への対応やどう接したらいいの

か難しいと感じておられていると

ころがあれば、言っていただけれ

ば港区地域自立支援協議会の方で

何ができるかを考えさせていただ

きます。障がい者だけでなく支援

者と一緒に参加できるような体制

をとっていくことができないかを

考えている。そのあたりの現状を

教えて欲しい。 

避難行動要支援者対策については、地域の自

主防災組織において要支援者の避難支援の取

組が進むよう、要支援者情報の収集・管理方法

や要支援者への個別支援内容、支援者の選出

方法等に関する取組の支援を行っています。 

避難行動要支援者の安否確認については、区

内に先進的に取り組んでいる地域があり、区

としては、その手法をモデル化して各地域に

示すなど、各地域と連携して取組を進めてい

きます。また、昨年度の災害から要支援者の自

主避難についても対応、検討しているところ

です。 

要配慮者の支援については、その特性に応じ

た対応が必要なことから、障がい者のニーズ

を把握され専門的知見を有している港区地域

自立支援協議会ともぜひ連携させていただき

ます。 

②  

災害時には、まず自分自身、家族

の安否確認等を優先する。 

その後、自主防災組織の一員とし

て対応することについてご理解い

ただきたい。 

地域防災リーダー等、自主防災組織の一員も

地域住民のひとりであり、自分自身と家族の

安全確保が最優先です。また、災害への取組

は、自主防災組織のメンバーだけが担うので

はなく、地域全体の課題で、地域ぐるみで取り

組むことが基本と考えます。 

③  

港区に外国人が増えてきている。

外国人が、どんな生活に必要な情

報を共有していて、災害時を含め

自分たちがどうすればいいのかを

わかっているのかと思うことがあ

る。 

現在、港区には何人の外国人が居

住しているのか。 

外国人が区役所に登録に来た時

に、積極的に町会加入を勧めては

どうか。 

災害時における外国人支援についてはインバ

ウンドも増えており、全市的な問題と認識し

ております。外国人への情報提供については、

大阪国際交流センターが防災を含め様々な情

報提供を行っているが、そのこと自体が知ら

れておらず、これをどう外国人に伝えればよ

いかについて、関係機関が連携し取組んでい

るところである。 

区における外国人住民への防災情報の提供に

ついては、防災マップおよび災害に対する基

本的な知識について３カ国（英語、中国語、韓
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国・朝鮮語）に翻訳し、ホームページに掲載す

るとともに、防災マップ等を作成し、港区に転

入してきた外国人籍住等に配布しています。

避難所の表示等についても 3 カ国表示をおこ

なうとともにピクトグラムも取り入れていま

す。また、災害時の同報無線についても多言語

放送を検討しているところです。 

港区の町会加入率は２４区中トップクラスで

あり、今後とも、外国人も含め、町会への加入

促進を進めてまいります。 

なお、港区の外国人居住者は、平成 31年 3月

末現在、3,053人（81,159 人中）となっており

ます。 

④  

我々の地域の自主防災組織では、

定例会で手話講習会を開催した

り、障がいのある人に来ていただ

いて昨年の大阪北部地震や台風の

時どうされていたか生の声を聞い

て、私たちは何ができるかなどを

話し合っている。障がいのある人

にとっては、いろいろなことをわ

かってもらえるだけでもありがた

いとおっしゃっていた。我々の避

難所ではホワイトボードを置いて

書いて対応できるようにしてい

る。障がいにも色々な種類がある

が、何をしてほしいのか、我々が

何ができるのかを知りたい。 

自分の避難場所を決めている区

民を増やす取組みは、まず避難訓

練に出てくることだと思う。しか

し、訓練には若い世代の人が参加

していないので、参加してもらえ

る工夫が必要。 

磯路地域の防災の取組みは日本でもトップレ

ベルの先進的な取組みをされており、敬意を

表します。 

そのような地域で取組んでいただいている

一つひとつのメニューを地域の幅広い人にわ

かっていただき、「災害時に地域で助け合うこ

とができると思う」区民を増やすためには、区

の広報の工夫も必要と思っています。 

また、「自分の避難場所を決めている」区民

を増やす取組みについては、町会ごとに避難

する場所のマップを作成していただいて配布

すれば、そういった区民の割合は増えると思

っています。 

今後とも、地域防災力の強化に向け、地域と

連携して取組んでまいります。 

 

 

 

⑤  

災害時に地域で助け合うことにつ

いて、私の地域も高齢者が多く災

害時にどうしたらいいのかと思っ

ている。今年 4月に、町会長と相

談し、強制ではないが各家庭の名

簿も書いてもらっている。災害に

なった時にその名簿をどうするか

は今後町会長と相談していく予

定。 

地域コミュニティの活性化に向けては、つな

がりづくりの基盤となる住民に最も身近な町

内会単位の活動が重要です。防災は町会加入

の動機にもなり、個人情報も防災のためなら

提供する人も多いと思われます。防災をキー

ワードにコミュニティの結束をつくっていく

ことは非常に大切な要素と考えます。 
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⑥  

昨今増えている民泊で滞在してい

る外国人は、２、3 日で人が変わ

っていき、リアルタイムで把握で

きない。町会も多言語化できてい

ないので対応は困難と思う。区か

らの働きかけで多言語化や世界基

準のピクトグラムの利用などのな

んらかの働きかけを今後お願いし

たい。 

現在、災害時のインバウンドの外国人への支

援については、市において取組を進めている

ところです。民泊事業者に多言語化した啓発

のチラシをおくことなどが必要と考えます。

そのチラシについては、そもそも来日してい

る外国人が津波のことなどを知っているかと

いうことがあり、そういうことをしっかり書

いたものが必要と考えています。 

⑦  

最近、地域にワンルームマンショ

ンがたくさん建ってきており、コ

ニュニティ形成をどうするかとい

うのは非常に難しいと思う。ワン

ルームマンションの住民に、町会

への加入や防災について、ディベ

ロッパーへの区からの働きかけは

されているのか。建設段階の入居

説明会でそういったことがはいっ

ていればいいと思う。 

ワンルームマンションは、住んだ後に途中か

ら町会に入ってもらうことは難しいため、で

きる時が大事だと考えます。ディベロッパー

に対して説明資料の中に町会の加入申込書を

入れるなどの働きかけは行っていますが、強

制はできないという問題があります。各戸へ

一軒一軒情報を届けるには、「広報みなと」が

ありますが、「全く読んでいない」「ほとんど読

んでいない人」が２３％いらっしゃるので、読

んでいただけるように工夫していくことも必

要と考えております。 

自治会・町内会単位の顔の見えるつながりづ

くりの支援に引き続き取り組んでまいりま

す。 

⑧  

連合町会では防災訓練を行ってい

るが、私の所属している単位町会

では行っていない。単位町会でも

防災訓練を行ってほしい。 

地域の取組みは様々ですが、先進的な取組を

行っている地域の手順をマニュアル化して事

例紹介するなどし、広めていきたいと考えて

おります。 
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○福祉部会（令和元年度第１回：令和元年６月 24日開催） 

番号 意見 区役所の対応・考え方 

①  

福祉部会関連の事業目標について

は、一部未達成のものもあるが全

体的にみて良い成績を残せている

と思う。 

今後、広報みなと等を通じて一般

の区民の方に行事の案内やその効

果等を発信することで、区民の協

力も増えるのではないか。 

より多くの区民の皆さまに区行政についての

ご理解、ご協力、またご意見をいただけるよ

う、今後も広報みなとをはじめ、ＳＮＳ等も利

用し、より効果的な広報に努めてまいります。 

②  

港区は在宅医療が充実してきたと

思うが、施設での看取りが限られ

ているので病院に転院させられて

いるケースが多い。今後は病院の

キャパシティ的に問題が出てくる

のではないかと思う。 

『「在宅での緩和ケア、看取りは可

能であると思う」と答えた区民の

割合を５５％以上にする』という

目標は具体的にはどういうことな

のか。 

 

今後到来する超高齢社会では病床が不足する

ことが予想されることから、医療を尽くし、入

院の必要がなくなった方については、在宅に

戻っていただき、通院・訪問診療や介護等を受

けていただくことで医療破綻を防ぐととも

に、多くの高齢者の「住み慣れた地域で自分ら

しい生活を続けたい」という思いに沿った形

で、在宅での包括的な支援・サービスの提供体

制を構築し、必要な医療や福祉サービスを受

けることができる状況にあることを「めざす

状態」として目標設定をしています。 

しかしながら、短い文章では伝わりにくい部

分もあるので、わかりやすい表現に変更する

など工夫の必要があると考えます。 

 

③  

在宅介護の方はケアマネジャーへ

の質問や要求が多く対応できない

場合もあるがその場合はどこに相

談すれば良いのか。 

 

プラン作成に関することであればケアマネジ

ャーでご対応いただきたいが、総合的な相談

であれば港区包括・南部包括またはブランチ

にご連絡いただければと思います。 
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④  

在宅医療・介護について、退院直

後の在宅生活へのスムーズな移

行、がん末期等の看取り期、病状

不安定期における在宅生活の継

続、家族に対するレスパイトケア、

相談対応による負担軽減などを目

的とする「看護小規模多機能型居

宅介護」サービス事業所の設置の

働きかけを行政としてされている

か。 

 

 

現在のところ、港区として「看護小規模多機能

型居宅介護」サービス事業所設置の働きかけ

等はしておりません。 

⑤  

がん検診の受診率はどのように計

算しているのか。 

区内や区外の医療機関で受診した

分は反映されているのか。 

 

がん検診の受診率は、区役所で受診された集

団検診の受診者と、市内の委託医療機関で受

診された受診者が反映されています。 

市内他区で受診された場合も、受診者の居住

区の受診率に反映されます。 
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○こども青少年部会（令和元年度第１回：令和元年６月 25日開催） 

番号 意見 区役所の対応・考え方 

①  

みなりん学習ドリルやインターネッ

ト上の無料動画の反応について、適

宜、把握に努められたい。 

（「いきいき」の中でドリルを持参す

る子を見るとうれしい。） 

いずれも学校からは概ね好評ですが家庭か

らの反応は把握しきれておりません。今後、

把握に努めてまいります。 

②  

ある学校では数名増えれば１クラス

増になるという窮屈な状況を強いら

れているクラスもある。クラス編成に

ついては区で判断できないのか。 

また、学校選択制に関して、市岡中で

は通学区域外からの希望者が 65 名と

なっているが、南市岡、波除から選択

希望している生徒が多いと思う。選択

の原因分析の資料によると部活動が

挙がっているが、学校においてどのよ

うにすれば選択されるかを議論され

た結果、今年から市岡東中に野球の同

好会を立ち上げられたところである。 

学校運営については教育委員会の所管事項

になり、状況については本日の議論を教育

委員会に伝えてまいります。 

市岡東中の同好会を含めて学校の魅力づく

りに頑張っておられることは、区としても

聞き及んでいます。 

区として何か対応できないかを考えてお

り、具体的には学校案内や説明会で関与で

きないかを検討しています。 

③  

青少年指導員活動では指導ルーム・巡

視活動を通じて非行防止に取り組ん

でおり、港区では青少年指導員の巡視

は青少年指導員だけが取り組んでい

る。他区では保護司や民生委員、主任

児童委員と様々な方が関わっている。

他の団体との連携を進めることは可

能か。 

青少年指導員の活動は、仕事もある中で夜

間や休日に取り組まれており、大変ななか

頑張っていただいています。 

区役所としても、様々な団体との連携を働

きかけてまいります。 

④  

青少年指導員活動として、21時以降の

中学生の人数をカウントしており、巡

視活動には各団体から協力をいただ

き、情報をいただいている。 

横の繋がりを持とうとするが、他の団

体からは協力できるところまで手が

回らないという声を聞く。 

守秘義務の問題はあろうが、こどもサ

ポートネットで取り上げられる「学校

の気づき」を青少年指導員でも共有し

たい。 

また、港区青少年指導員連絡協議会の

ホームページやフェイスブックでも

活動の報告もしているので、ぜひリン

クして欲しい。 

こどもサポートネットの取組については、

学校からの情報に基づいて、スクールソー

シャルワーカーや推進員がご家庭と相談し

ながら、課題の解決に向けて関係先や地域

での見守りにつなげていっておりますが、

民生委員、児童委員などに主にお願いして

いるところです。 

地域の広がりや連携、守秘義務や情報につ

いて、引き続き関係局とも整理してまいり

ます。 

また、区役所での青少年の健全育成の取組

の際には、港区青少年指導員連絡協議会の

ホームページなどにもリンクさせていただ

きたいと考えています。 
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⑤  

青少年指導員など青少年の健全育成

や教育に関係する専門家が学校協議

会に参加するよう、取組を進めて欲し

い。 

多角的な視野からの意見によって議

論が活発になると考えられ、また、学

校協議会の場で完結しなくとも、キー

パーソンが各団体に持ち帰ってそれ

ぞれの活動に活かされるような協議

会にして欲しい。 

学校協議会の委員構成について、学校から

は学識経験者を見つけづらいとの意見は聞

いています。本日の部会の意見を学校に伝

えてまいります。 

⑥  

中学校の学校選択制は部活動で選択

していることが多いため、部活動の受

け皿を作って欲しい。 

また、この学校は野球を、この学校は

ラグビーを、とそれぞれ特徴や頑張っ

ていることが見えるイメージで、文化

系のものも含めて特徴的な部活動が

欲しい。 

学級数が減ると教員が減って、クラブが減

るという負のスパイラルに陥るという現状

があります。 

学校選択制に関しては、選択理由において

「PTA役員を受けたくなかったから」とい

った意見があり、こうした親のための理由

は本来の学校選択制の趣旨ではなく、子ど

も達のためにあるべきものと考えていま

す。 

そのため、新たに同好会を始められたこと

を PR するなど、地域や学校の取組に併せ

て学校選択制の趣旨をご理解いただけるよ

う積極的に発信してまいります。 

⑦  

池島小の減り方が大きく、三先小に区

域外から 13 人が希望されており、場

所から考えて多くは池島からと想像

される。こうしたことを踏まえ、学校

選択制のメリット・デメリットが地域

ごとに違う形で出てきている。 

学校の魅力を共有すべきと思ってい

る。 

三先にお住いの委員に、三先小の取組

をお聞きしたい。 

 

（三先地域にお住いの委員より） 

地域団体を挙げて取り組むことが定

着してきている。 

PTAによる星を見る会や、子ども会を

中心としたハロウィンなど、さまざま

な取組をしている。以前から、他地域

の友達を連れてきており、区別せず受

け入れてきた。幼稚園や保育所での友

達が行くからとの声も聞いたので、こ

うした催しの積み重ねかなと思う。 

学校選択制については、いただいたご意見

を始め、引き続き理由の把握、分析に努め

るとともに、制度の趣旨に沿った選択がな

されるよう、学校案内や説明会で正しく発

信してまいります。 

なお、学校ごとの魅力ある取組については、

教育行政連絡会での共有化や、学校案内へ

の記載を通じて各学校へのフィードバック

とともに保護者へのＰＲを促してまいりま

す。 

また、単学級の解消策については、引き続

き、検討を進めてまいります。 
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港区では、地域が入り組んでいて、住

んでいるところから校区でない学校

の方が近いところもある。また、港区

には親の世代から住んでいる方が多

い中で、父親が通っていた学校だった

という帰属意識もあるようだ。今、や

っている取組でよしとせず、他の学校

の良い取組を真似てみるなど行って

もらいたい。 

⑧  

将来、今の子ども達が食べていけるの

かを考えたときに能力がなければ食

べていけない時代になってきている

と思う。 

ワークス探検団もあるが、夢をもって

もらう、職業を体験する、将来のこと

を考えさせる施策はできないか。 

区民の皆さまの物心両面の支援のおかげ

で、ものづくりの格好よさや魅力を伝える

「キャリア教育プログラム」に取り組んで

まいりました。 

築港小の児童から日常生活を良くするアイ

デアを集め、自分の遊ぶ個室としても使用

できる耐震シェルター「押し入れに入る秘

密基地」やバッティングの苦手な生徒によ

る新たな球技の「ハンドバット」を作り、

ガレージみなとで製品化し、今年、売り出

していくところであり、先日、日経新聞に

も取り上げられたところです。 

このようなアイデアを元に、子ども達にも

起業のシミュレーションとして体験させて

いきたいと考えます。 

今までは顧客のニーズに応える企業が伸び

てきましたが、これからは社会課題を解決

できる企業が生き残っていくと考えている

ため、そういった企業との公民連携による

協働事業により、小、中、高それぞれで取

り組んでまいります。 

先日、波除小の児童を対象に追手門学院の

先生に来ていただいてロボットプログラミ

ングの体験講座をガレージみなとで実施し

ました。 

こうしたものが、港区の資産だと考えてい

ます。 

⑨  

家庭学習のためには周りに本がある

環境が大事と聞いたことがあるが、港

区に大型書店がない。誘致も難しいと

思うので、図書館が新たになるのを控

え使いやすい形になるのか、どのよう

に進められて行くのか。 

書店は文化を発信するところでありコミュ

ニティの場でもあります。今ある書店を応

援するとともに、また、可能な限り新たな

誘致にも努めます。 

一方、図書館は教育委員会の所管であるの

で、さまざまな制約がありますが、できる

だけ連携して調整してまいります。 
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⑩  

家庭、学校に次ぐ第三の居場所として

サードプレイスがあるが、学校の中に

リラックスできる場所として設けら

れているところがあると聞いている。

例えば畳の部屋があるとリラックス

できたりするかも知れない。 

こうした場所を学校に作っていくこ

とはできないか。 

港近隣センターではボランティアの方々に

協力いただきながらエルカフェとして、ま

た、市岡中では「はとばカルッチャ」を NPO

が実施されています。 

畳の部屋を DIY で作っていくなどおもし

ろい取組になるかも知れません。 

いずれにしても、地域から支援していただ

ける取組であることが前提であり、こうし

た支援をしていただけるサードプレイスが

学校でも広がっていくことを期待していま

す。 

⑪  

企業誘致の関連で、区内における土地

の使い方が上手くいっていないと思

う。 

青少年指導員の取組としてある区で

は、区内にある企業や大学とが一緒に

なってケーキを作る取組などを行い、

企業はメーカーの観点から子ども達

の作るものや好みのリサーチ、大学は

栄養学の観点から一緒にやっている。

港区では大きな企業と一緒に何かを

やろうといった取組がないように思

う。 

こうしたことが、子どもの視野が狭ま

ることになっていないか。 

 

 

 

まちの土台は産業であり、文化と同じよう

に大事であると考えております。 

産業として見ると港区など湾岸エリアは町

工場が集積しています。 

ものづくりは高い技術力がある一方で新し

いアイデアが出てこないことが悩みであ

り、ベンチャーなどはアイデアがある一方

で形にしていくことができない。この２つ

を結び付けて新しいものづくりをしていこ

うというのが、ガレージみなとで、去年の

4 月にオープンし、日本財団の助成を受け

た海底探査のプロジェクトや、野球のティ

ーバッティングの新製品の作成などを行っ

ています。 

また、長く休眠状態だった港産業会 青年部

を立ち上げていただき、24区の中でも最も

熱量のある青年部になっており、子ども達

のためにキャリア教育プログラムに取り組

んでいただいております。 

町工場からの「社会課題の解決に動いてい

く取組」が目に見える形になってくれば、

海運、港運の大手企業のところでも、火が

ついていければよいと考えております。 

⑫  

高校生の子どもから「高校生がデザイ

ンした服装で、高校生によるファッシ

ョンショーをしたい」との声を聞き、

非常にいいアイデアだった。 

港区でファッションショーができた

らいいなと思っている。 

また、不登校の生徒にこのショーの話

をしたところ興味を示している。こう

した取組は登校のきっかけづくりに

もなるのではないか。 

区としても地域の協力も得ながらサードプ

レイスなどに取り組んでいますが、児童生

徒のアイデアに基づく取組が、不登校など

課題のある同じ世代の子ども達の興味や関

心を持ってもらうきっかけとして非常に有

効な取組と考えます。 
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⑬  

人口を増やしていくためには、今の子

ども達が、港区に住み続けたいと思っ

てもらうところから始まるので、その

ためにも今の子どもの満足度を上げ

るよう、取組を続けていって欲しい。 

区のまちづくりビジョンにおいても「子ど

もを育てる環境や子どもが学ぶ環境が整備

され、『子どもの学び』と『子育て世代』を

応援するまち」を目指している中で、子ど

もの満足は何なのかを測りながら、取組を

進めてまいります。 

  

 


